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藤尾好則教授への献辞

総合管理学部長 杉: 野； 了 二

藤尾好則教授は、 1994(平成6)年4月に熊本県立大学総合管理学部に着任

され、 2008(平成20)年3月に定年でご退職される。この14年間、総合管理学

部の教育・研究の発展に大きく貢献され、偉大な足跡を残された。ここに深謝

の意を表する次第である。

1966年4月に大阪大学基礎工学部電気工学科をご卒業とともに、日本電気株

式会社 (NEC)に入社、日本の電子計算機の黎明期、電子計算機の補助記憶装

置として重要な位置を占めていた磁気テープ制御装置の設計・ 開発に 8年間携

わられた後、流通サービス業向け情報システムの設計• 開発や「テクニカル・

サポートセンター」の運営に従事された。その後1989年から日本電気株式会社

ご退職の1994年までの8年間、我が国の電気通信システムの在り方を調査研究

（日本データ通信協会）及び、国家プロジェクトとして通産省（現：経済産業

省）が推進したソフトウェア生産性向上を目的とした「シグマプロジェクト」

に参画され、我が国におけるソフトウェアの生産性を向上させるためシグマ

ツールの製品化や CASE委員会をとおしで情報システム開発手法の研究に貢献

された。

熊本県立大学には、熊本県立大学総合管理学部が発足した1994年4月に教授

として着任、コンピュータを用いて社会の問題を解決する「情報システム開発

論」、ソフトウェアの設計原理を説く「ソフトウェア設計論」、情報学を俯廠す

る「システム・アドミニストレーション」、また、文学部・環境共生学部の教養

科目である「情報処理入門」「情報処理実習」を担当され、学部と全学の情報処

理の能力向上に尽力された。

後援会自主研究「阿蘇観光情報システム構築」にゼミの学生が参加、講義や

実習では得られない貴重な体験を 3年間実践指導され、卒業研究では「ITで創




